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日本の展望委員会 大学と人材分科会（第 3回）議事録 

 

１． 日時：平成 21 年 2 月 9 日（金）15:00 – 18:00 

２． 場所：日本学術会議５階 5-C(1) 会議室 

３． 議題： 

(1) 前回議事録（案）の確認 

  (2) 報告（日本の展望委員会、分科会の新委員） 

 ・文科省高等教育局（法人化等について） 文科省戸谷審議官 

 ・法人化後の大学状況、総合科学技術会議での審議状況 郷副委員長 

 ・学士力委員会での審議状況 北原委員 

  (3) 話題提供 

  (4) 論点整理 

  (5) その他 

4. 出席：青柳、大垣、笠木、北原、郷、佐藤、三田、高橋、中西、永原、 

   平松、益田、森田 

 説明者：戸谷審議官（文科省高等教育局） 

 

配付資料 

(1) 前回議事録（案） 

(2) 委員名簿（大学と人材分科会） 

(3) 日本の展望委員会第 4回議事録要旨（案） 

(4) 「日本の展望」作成の作業について（メモ） 

(5) 第 4期科学技術基本計画に向けた作業工程の見通し 

(6) 話題提供 

(7) 1. 論点整理（08.12.20 笠木委員長） 

2. 議論ととりまとめの方向性について（2009.2.9 笠木委員長） 

(8) 論点整理 分科会委員へのアンケート回答集計 

(9) 日本の展望委員会 各テーマ別分科会に関連する意思の表出（第 15-17 期） 

机上配布 大学政策の動向（文部科学省） 

参考１ 新聞報道（高校学習指導要領改訂） 

参考２ 新聞報道（大学関係） 

参考３ 日本の科学技術競争力：各種データベースから（笠木） 
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5．審議内容 

(1) 新委員 

  高橋和久連携会員の委員就任（幹事会に報告ずみ）を承認した 

 

(2)話題提供 

a 法人化等について：文科省高等教育局戸谷審議官 

配布資料「大学政策の動向」（文部科学省）に基づき、大学動向、第 2 期

中期計画について、中教審での「中長期的な大学教育の在り方」の検討、

大学の質保証、大学における教育機能の強化、大学に対する公財政支出の

課題、などに関連して以下の説明があった。 

大学動向については、進学率は上昇しているが、先進諸国と比べると大

学院生・学部学生の数の人口比は多くはない。進学率について国内での地

域・所得間格差がある。社会人学生の比率は極めて低い。法人化後第 2 期

中期計画についての最大の課題は、運営交付金の配分方式である。中教審

は多くのワーキンググループを設置して、大学の機能別分化、大学間連携

など多くの問題の検討を開始している。高等教育に対する公財政支出の国

別比較については、日本は対 GDP 比では少ない。 

b 法人化後の大学、総合科学技術会議の動向：郷副委員長 

以下の資料に基づき、それぞれ内容が紹介された。 

 国大協“国立大学法人における教養教育に関する実態調査報告書”

（H18/10） 

 国大協“国立大学の大学院の現状と課題”（H19/6） 

 国大協“大学におけるキャリア教育のあり方（H17/12） 

 中教審大学分科会制度・教育部会“学士課程教育の構築に向けてに対

するヒアリングについて”（H20/5） 

 総合科学技術会議有識者議員“大学・大学院の研究システム改革”

(H19/11) 

 総合科学技術会議基本政策推進専門調査会“科学技術の振興及び成果

の社会への還元に向けた制度改革について”（H20/4） 

以上から、従来の教養部が機能分化し教養教育の衰退が進んだこと、大学

院の設置数は多いが研究科の数は小さいこと、充足率が足りない研究科が
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多数あること、研究環境の整備などが一層必要なこと、教員の意識改革が

必要なこと、大学の国際的な孤立が懸念されることなどが指摘された。 

c 大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会 ＜北原＞ 

３つの分科会（質保証の枠組み作り、教養教育・共通教育、大学と職業

の接続）を設置、5 月までに審議を進め、その後質の保証問題を議論の予

定である、との報告がなされた。 

 

6．論点整理 

(1) 今後の予定 

今夏までに本分科会の報告書として形になったドラフトを作成することが目

標であるが、当面 3月 16 日までに分科会の報告書の骨子、および第４期科学技

術基本計画策定への意見（頭出し）を提出することが求められていることが笠

木委員長より説明された。 

 

(2) 今後の進め方 

笠木委員長より、論点整理に関する分科会委員アンケート結果集計（資料(8)）、

そのとりまとめ骨子（資料(7)-2）について説明がなされ、その後意見交換を行

った。 

その結果、今後の作業方針につき、笠木委員長より以下の提案があり、この

方針で進めることとした。 

 

a 各委員に、複数の項目について分担執筆を依頼し、これらを集約して、次

回分科会で内容の審議を行う。 

b 第４期科学技術基本計画への提案事項についても、各委員からの提案を募

る。 

 

７．次回分科会予定 

3 月 12 日（木） 15:00 – 18:00 

 

（以上） 


